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ガスクロマトグラフ （ＧＣ）

装置概要

ガスクロマトグラフィーは、揮発性有機化合物

および無機ガス等の分離・定量に優れた分析

手法です。各種検出器の特徴を巧く利用する

と、幅広い用途の分析が可能となります。

本稿では、検出器の種類および用途、分析例

を紹介します。

検出器の種類と用途

Ｆｉｇ．１ 灯油のクロマトグラム Ｆｉｇ．２ 軽油のクロマトグラム

灯油・軽油の分析例

灯油、軽油は石油から蒸留により精製された炭化水素の混合物です。灯油は沸点範囲約１８０℃

～３００℃の石油留分で、軽油は沸点範囲約１４０℃～３８０℃の石油留分です。以下に、ヘキサン

で希釈した灯油・軽油について分析した例を示します。

分析結果から、軽油は灯油と比べて、より炭素数の多い炭化水素を含んでいることが分かります。
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検出器
の種類

用 途

ＦＩＤ
・炭化水素の分析（ガス、液体、溶剤抽出分）

・油脂他、有機系成分などの定量分析

ＴＣＤ ・Ｈ２，Ｏ２，Ｎ２，ＣＯ，ＣＯ２などの分析

ＦＰＤ ・メルカプタン等の硫黄やリン系有機成分

ＦＴＤ ・窒素やリンを含む有機系化合物
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